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昭和 58年度の

農業観測について

以下は， 6月17日に農林水産省が公表した「昭和58年

度農業観測」による農業をとりまく情勢及び農業経済の

見通しについての概要である。

1. 農業をとりまく情勢

〈圏内経済〉

57年度の国内経済は，個人消費が緩やかながち回復の

方向を示したものの，世界経済の停滞に伴って輸出が減

少し，民間設備投資も中小企業の製造業を中心として停

滞するなど，景気の回復は緩慢なものとなった。

58年度の農業観測は， i政府経済見通し」を前提とし

ており，それによると，実質経済成長率は，物価の安定

を基礎に国内民間需要を中心とした景気の着実な回復が

図られることなどから， 3.4%程度の伸びになると見込

まれている。

〈農業就業人口〉

農業就業人口は， 57年度には，景気が停滞するなかで

労働力需給が悪化した状態で推移したこともあって，

1.0%減と減少率は縮小した。

58年度は，引き続き農業就業者の高齢化による引退等

自然減が見込まれ，また，雇用情勢の改善がうかがわれ

ること等からみて， 2'"'-'3%程度減少すると見通され

る。

(農業生産資材価格〉

農業生産資材の農村価格は， 56年度には，海外原材料

の輸入価格が総じて弱含みで推移したこともあって 3.2

%高と上昇率が大きく鈍化した。 57年度に入ってから

も，引き続き一般卸売物価が安定した動きを示し，海外

原材料価格も総じて弱含みで推移したこともあって，

0.2%安となった。

58年度は，需要面からの価格上昇要因は小さいものと

みられ，また，コスト面でも，原油価格の引下げや最近
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の一般卸売物価の動向等からみて，コスト圧力は弱いも

のとみられる。こうしたことからみて，農業生産資材価

格(総合〉は，引き続き落ち着いた動きを示し，年度間

では前年度並みないしわずかに下回ると見通される。

(海外農産物需給〉

1982/83年度は， 小麦および飼料穀物はオーストラリ

アが減産となったが，アメリカが史上最高の豊作となっ

たことなどから，需給は緩和基調で推移している。大豆

は，アメリカが史上最高の豊作となり，在庫率が上昇し

ていることなどから，需給は緩和基調で推移している。

1983/84年度については，今後の天候，作柄等にもよ

るが，①小麦は，アメリカが作付削減等により生産減が

見込まれるものの，ソ連，オーストラリア等の増産によ

り，ほぼ前年度並みの生産が見込まれ，需給は安定的に

推移するとみられる。②飼料穀物は，アメリカの作付削

減等により，生産がやや減少すると見込まれるが，期初

在庫が史上最高になることなどから，需給がひっ迫する
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可能性は小さいとみられる。③大豆は，今後のブラジノレ

等南米の生産動向にもよるが， .，止界の大豆生産の 6割を

占めるアメリカの生産減等により，生産がやや減少する

と見込まれるが，期初在庫が高水準になることJな:どか

ら，需給がひっ迫する可能性は小さいとみられる。

また，今後の価格動向については，以上のような需給

動向からみれば，小麦は現在の水準に比べ大きく変化す

ることはないとみられ，飼料穀物および大豆は緩やかな

がら上昇するとみられる。

2. 農業経済の見通し

〈農産物需要〉

57年度の食料消費は，停滞的に推移した前年度に比べ

緩やかな回復方向で推移した。

58年度の食料消費は，実質民間最終消費支出は前年度

の伸びには及ばないが， 3.9%:程度の増加と見込まれて

おり，個人消費は引き続き緩やかに増加するとみられる

こと，農産食料品の消費者価格は，前年度の上昇率を上

回るものの，消費者物価総合の上昇率と比べれば，引き

続きこれを下回る小幅な上昇にとどまるとみられること

を前提とすれば，実質飲食費支出は，回復した前年度の

仲びには及ばないものの，引き続き増加すると見1込ま

れ，農産物需要も緩やかな増加を続けると見通される。

〈農業生産〉

57年度の農業生産は，耕種生産が低温，台風等の影響

を受け伸び悩んだ作物はあるものの，多くの作物で増加

し，畜産生産も総じて増加したことから， 総合では 2.2

%程度の増加となった。

58年度については，作柄を平年並みとみれば，②米は

7%程度の増加，④米を除く耕種生産は，果実が 1"-'3

%程度，野菜が 0"-'2%程度それぞれ増加し，麦類，豆

農業生産の動向(指数55年度=100)
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類等が減少し，全体ではほぼ前年度並み，⑫繭の生産は

ややないしかなりの程度減少，@畜産生産は 1"-'3%程

度の増加と見込まれ，農業生産全体では 2"-'4%程度の

増加と見込まれる。

なお，耕種生産や繭生産は，気象条件によって大きく

影響を受けるため，今後の気象には十分留意するととも

に，技術面での適切な対応を進めていく必要がある。

(農産物生産者価格〉

57年度の農産物生産者価格は，農産物需給の緩和基調

が続くなかで， 1. 9%:程度下落となった。野菜は，春野

菜が大幅に下落したことなどから 4.2%下回り，果物は

りんご，みかん等の下落から12.1%下回った。畜産物は

鶏卵，ブロイラーの下落から 2.2%下回った。

58年度は，②野菜は前年度並みないしわかずに上回る

と見適される。@果実は生産の増加等から前年度を下回

ると見適される。⑫畜産物は，生産の増勢鈍化等から回

復に向かうと見通される。以上等からみて，米，麦を除

く農産物価格(総合〉はほぼ前年度並みと見通される。

(農家経済〉

57年4月"-'58年 2月間における農業所得 (1戸当たり

平均〉は，農業粗収益が農産物生産者価格の下落を反映

し伸び悩む一方，農業経営費が生産資材の投入増から農

業粗収益の伸びを上回ったため1.4%減少し， 4年連続

して低迷している。他方，農外所得も6.3%の増加と，前

年度の伸びを下回ったため，農家総所得は 5.4%増と前

年度の伸びを下回っている。

農家経済(1戸当たり平均)

¥kW( TドJ) 刈liijirl1'Wli時半(%)

56年度 55年度 56 57(4-2!J) 

農業所{~f: 967，8 企15.5 1.6 企1.4

農業制収主主 2，551，9 企 1.1 5.4 2.0 

Jl~ 業経営't~ 1，584，1 11. 3 7.9 4.0 

J，~外所得 3，804.7 8.3 6.8 6.3 

:Htまぎ、彼贈・年金扶助等の収入 1，147.7 19.5 6.4 8.3 

t!~家総所得 5，920，2 5.1 5.8 5.4 
+一一 L一一一一一

58年度の農家経済は，②農業総産出額は，農業生産が

2"-'4%程度増加し，米，麦を除く農産物価格がほぼ前

年度並みと見込まれることから，停滞した前年度に比べ

やや増加するとみられる。@物的経費は，資材の投入，ー

価格，固定資産の償却等の状況からみて，やや増加する

とみられる。以上からみて，補助金を含めた生産農業所-

得はわずかないしやや増加すると見込まれ， 1戸当たり

平均でみた農業所得はやや増加すると見通される。

他方，農外所得はほぼ前年度並みの伸びが見込まれ，

農家総所得は前年度の伸びをわずかに上回る伸びになる

と見通される。


